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適
塾
記
念
会
は
緒
方
洪
庵
・
適
塾
お
よ
び
そ
の
関

係
者
の
業
績
を
顕
彰
し
、
大
阪
の
学
問
・
文
化
の
伝

統
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
5
2
年
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
適
塾
建
物
や
適
塾
関
係
資
料

等
の
文
化
財
保
護
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

適
塾
記
念
会
に
入
会
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
正
後
期
〜
昭
和
初
期
の
大
阪
は「
大
大
阪
」と
呼
ば
れ
、東
京
を
も
し
の
ぐ
東
洋
一
の
大
都
市
で

し
た
。大
正
10
年（
1
9
2
1
）に
大
阪
外
語
学
校
が
篤
志
家
の
林
蝶
子
の
寄
付
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

昭
和
6
年（
1
9
3
1
）に
市
民
の
要
望
に
よ
り
大
阪
帝
国
大
学
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

（
2
0
0
7
）に
統
合
し
た
大
阪
外
国
語
大
学
と
大
阪
大
学
の
歴
史
を
、こ
の
節
目
の
年
に
振
り
返
り

ま
し
た
。特
に
阪
大
創
設
前
史
と
な
る
懐
徳
堂
・
適
塾
・
大
阪
外
語
学
校
に
注
目
し
、阪
大
の
歴
史

の
な
か
で
の
適
塾
の
位
置
づ
け
を
探
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
1
年
、
大
阪
大
学
創
立
80
周
年
を
機
に
適

塾
記
念
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
適
塾
運
営
・

大
阪
学
・
オ
ラ
ン
ダ
学
の
三
部
門
を
擁
し
、
適
塾
建
物

お
よ
び
歴
史
資
料
の
維
持
管
理
、
近
世
以
降
の
大
阪
の
学
問
・
文
化
や
日
蘭
関
係

史
の
研
究
を
行
う
ほ
か
、
阪
大
の
源
流
の
一つ
で
あ
る
適
塾
を
顕
彰
す
る
た
め
、
見

学
会
・
展
覧
会
・
講
演
会
等
の
様
々
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
と
は

適
塾
記
念
会 

入
会
の
ス
ヽ
メ

◎
適
塾
特
別
展
示
　
大
阪
大
学
創
立
90
周
年
／
大
阪

外
国
語
大
学
100
周
年
記
念
事
業
　
大
阪
大
学
総
合
学
術

博
物
館
大
学
創
立
周
年
記
念
展「
街
に
生
き
る
学
問
―
学

都
大
阪
の
礎
・つ
な
ぎ
あ
う
想
い
―
」（
於 
博
・
4
／
27
〜
8
／
10
）

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp

適
塾
の
参
観
料
が
い
つ
で
も
無
料
に
！

適
塾
見
学
会（
年
2
回
、前
ペ
ー
ジ
参
照
）の
無
料
参
加
が

可
能
に
！

会
誌『
適
塾
』（
年
刊
）を
無
料
で
お
届
け（
ご
希
望
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
も
）！ 

投
稿
資
格
も
あ
り
！

『
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
所
蔵
　

適
塾
関
係
資
料
目
録
』を
希
望
者
に
無
償
頒
布
！

適
塾
で
販
売
す
る
図
録『
新
版 

緒
方
洪
庵
と
適
塾
』・
絵

葉
書
が
1
割
引
き
に
！

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を
随
時
お
届
け
！

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
普
通
会
員
　
年
間
1
口
　
　
2,
0
0
0
円

　
　
　
　
　
賛
助
会
員
　
年
間
1
口
　
1
0,
0
0
0
円

い
ず
れ
も
複
数
年
・
複
数
口
で
の
申
し
込
み
可
。

普
通
会
員
5
年
間（
1
万
円
）が
お
ス
ヽ
メ
！

会
費

会
員
特
典

◎
講
演
会 

何
ぞ
や
？

【
令
和
三
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
】

適
塾
記
念
講
演
会 

（
於 

大
阪
大
学
会
館
・
11
／
24
）

適
塾
講
座「
適
塾
の
医
学
〜
当
時
と
現
在
」（
於 

光
世
証
券
本
社
）

渡
部
健
二（
医
）「
適
塾
の
教
育
、大
阪
大
学

医
学
部
の
教
育
」（
9
／
13
）

保
仙
直
毅（
医
）「
大
阪
大
学
医
学
部
か
ら

世
界
へ
の
発
信
、が
ん
免
疫
療
法
」（
10
／
11
）

宮
川
繁（
医
）「
大
阪
大
学
医
学
部
か
ら

世
界
へ
の
発
信
、再
生
医
療
」（
11
／
15
）

松
村
真
宏（
経
）「
人
を
い
ざ
な
う
仕
掛
け

の
力
」

北
川
勝
浩（
基
）「
量
子
情
報
・
量
子
生
命

が
拓
く
未
来
〜
今
な
ぜ
量
子
な
の
か
」

2022年5月1日発行

特
典
①

特
典
②

特
典
③

　特
典
④

　特
典
⑤

　特
典
⑥



　
明
治
30
年（
1
8
9
7
）に
創
設
さ
れ
た
国
内

初
の
醸
造
学
高
等
教
育
機
関
で
、大
阪
大
学
工

学
部
の
前
身
。全
国
か
ら
酒
蔵
の
子
弟
を
集
め
、

日
本
酒
や
味
噌
・
醤
油
蔵
、灘
の
大
規
模
日
本
酒

メ
ー
カ
ー
、大
蔵
省
へ
多
彩
な
人
材
を
輩
出
し

た
。秋
田
吟
醸
酒
を
確
立
し
た
花
岡
正
庸
、初
の

冷
酒
を
つ
く
っ
た
小
玉
確
治
、焼
酎
に
黒
麹
・
白

麹
を
も
た
ら
し
た
河
内
源
一
郎
、日
本
初
の
ウ
イ

ス
キ
ー
蒸
留
技
師
の
竹
鶴
政
孝
等
が
学
ん
だ
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
5

生
没　

文
政
五
年
〜
明
治
三
五
年（
1
8
2
2
〜
1
9
0
2
）

出
身　

肥
前
国
佐
賀
郡
早
津
江
村（
佐
賀
県
佐
賀
市
川
副
町
）

業
績　

蒸
気
船「
凌
風
丸
」（
1
8
6
5
）、『
墺
国
博
覧
会
報
告
書
』

（
1
8
7
5
）、「
八
重
墓
碑
銘
」（
1
8
8
6
）

佐
野
常
民

さ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
つ

ね

　

た

み

　

佐
賀
藩
士
の
子
に
生
ま
れ
、藩
医
佐
野
常
徴
の
養
子
と
な
り
、

藩
主
鍋
島
直
正
か
ら
栄
寿
の
名
を
賜
る
。古
賀
侗
庵
・
広
瀬
元

恭
・
緒
方
洪
庵
・
伊
東
玄
朴
等
の
塾
で
漢
学
・
医
学
・
蘭
学
等
を
修

め
、長
崎
海
軍
伝
習
所
で
も
学
ん
だ
。藩
で
は
製
煉
方
主
任
・三
重

津
海
軍
所
監
督
と
し
て
蒸
気
機
関
車
模
型
や
、国
産
初
実
用
蒸

気
船「
凌
風
丸
」を
製
造
し
た
。慶
応
3
年（
1
8
6
7
）の
パ
リ
万
博

に
藩
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
、赤
十
字
の
活
動
を
知
る
と
こ
ろ
と

な
る
。明
治
3
年（
1
8
7
0
）か
ら
は
政
府
に
出
仕
し
、ウ
ィ
ー
ン
万

博
副
総
裁
、大
蔵
卿
、元
老
院
議
長
、枢
密
院
顧
問
官
等
を
歴
任

し
た
。そ
の
間
、明
治
10
年
の
西
南
戦
争
を
機
に
博
愛
社
を
設
立

し
、同
20
年
に
は
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
し
て
初
代
社
長
に
就
任

し
た
。無
報
酬
で
同
社
の
発
展
に
尽
力
し
、創
立
25
周
年
記
念
式

典
で
名
誉
社
員
と
な
っ
た
。ま
た
龍
池
会（
日
本
美
術
協
会
の
前

身
）を
創
設
し
、会
頭
と
な
っ
て
日
本
美
術
の
振
興
に
も
貢
献
し
た
。

「
赤
十
字
事
業
ノ
如
キ
ハ
第
十
九
世
紀
ノ
文
明
史
上
ニ

特
筆
大
書
ス
ヘ
キ
一
偉
業
ナ
リ
」（『
万
国
赤
十
字
社
創
立

廿
五
年
紀
祝
典
報
告
』1
8
8
7
）

　

適
塾
と
は
蘭
方
医
・
緒
方
洪
庵（
1
8
1
0-

6
3
）が
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）、大
坂
に
開
い
た
蘭
学
塾
で
す
。全
国
か
ら
千
名
に
も
上

る
塾
生
を
集
め
、
大
村
益
次
郎
・
福
沢
諭
吉
・
長
与
専
斎
を
は

じ
め
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。北

浜
に
残
る
適
塾
建
物
は
現
存
唯
一の
蘭
学
塾
遺
構
と
し
て
、ま
た

近
世
大
坂
を
代
表
す
る
町
屋
建
築
と
し
て
も
貴
重
で
、
昭
和
16

年（
1
9
4
1
）に
国
史
跡
、同
39
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
同
55
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
適
塾
の

見
ど
こ
ろ
に
つい
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

其
ノ
六

其
ノ
六

日・英・中・韓の4カ国語を選択できる音声ガイドを用意しています。（無料）
海外からの研究者や留学生など、お客様の案内にも最適です。荷物を預けて快適に見学できます。

　
二
階
の
塾
生
大
部
屋
東
側
の
階
段
は
、
北
向
き
に
降
り
る
よ
う

に
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
の
大
改
修
の
際
、
洪
庵
時

代
を
復
元
す
る
目
的
で
、
こ
の
向
き
に
設
置
さ
れ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
以
前
は
、
今
と
は
逆
で
南
向
き
で
し
た
。
一
方
、
改
修
前
の

階
段
の
向
き
が
洪
庵
時
代
と
し
て
正
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

確
か
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

階
段
の
向
き
は
ど
っ
ち
？

　
階
段
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
が
あ
り
ま
す
。
塾
生
の
福
澤
諭

吉
が
酒
を
飲
ん
で
二
階
で
寝
て
い
る
と
一
階
か
ら「
福
澤
さ
ん
、

福
澤
さ
ん
」と
呼
ぶ
声
が
。
女
中
だ
と
思
い
着
物
も
ま
と
わ
ず
階

段
を
飛
び
降
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
下
に
い
た
の
は
洪
庵
の

妻
八
重
。
俄
然
身
の
置
き
所
に
窮
し
た
と
い
い
ま
す
。
さ
す
が
の

福
澤
も
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
晩
年
適
塾
を
訪
れ
た
時

も
こ
の
階
段
の
下
で
内
心
赤
面
し
た
そ
う
で
す（『
福
翁
自
伝
』）。

福
澤
し
く
じ
り
の
階
段
！

し
く
じ
っ
た
階
段
は
ど
こ
？

【最寄り駅】京阪淀屋橋駅・北浜駅、 
　　　　　 大阪メトロ淀屋橋駅下車 徒歩5分
【開館時間】午前10時～午後４時
【休 館 日】月曜日（国民の祝日は開館）
　　　　　 国民の祝日の翌日（土・日・祝は開館）
　　　　　 年末年始（12月28日～1月4日）
【参 観 料】一般  270円
　　　　　 高校・大学生等  140円
　　　　　 中学生以下 無料
　　　　　 ※適塾記念会会員および阪大生は無料！
　　　　　 住所：大阪市中央区北浜３丁目3－8
　　　　　 電話：06－6231－1970

適塾参観案内

元
老
院
議
長　

日
本
赤
十
字
社
社
長

特任研究員I▶ 洪庵のおてがみを集めた史料集『洪庵全集』を出しました！　　　特任研究員H▶ 適塾門下生の資料収集を行っています。お心当たりのある方はご連絡ください。教員M▶ 「緒方洪庵」という銘柄のお酒を造っています！ https://nomuraneo.wixsite.com/nomulikelove

　 

大
阪
高
等
工
業
学
校
醸
造
科
跡

大阪高等工業
学校醸造科跡
大阪高等工業
学校醸造科跡

1　
明
治
5
年（
1
8
7
2
）、綿
商
の
渋
谷
庄
三

郎
が
堂
島
に
開
業
し
た
日
本
人
に
よ
る
初
の
ビ

ー
ル
醸
造
所
。川
口
居
留
地
や
中
之
島
の
洋
食

店「
自
由
亭
」等
に
販
売
し
た
が
、同
14
年
に
採

算
が
取
れ
ず
廃
業
し
た
。番
頭
の
金
澤
嘉
蔵
は

技
師
の
フ
ル
ス
ト（
米
）か
ら
醸
造
技
術
を
会
得

し
、小
西
儀
助
商
店
の「
ア
サ
ヒ
」等
、大
阪
周
辺

の
小
規
模
な
醸
造
所
を
指
導
し
た
。

大
阪
市
北
区
堂
島
1

　 

渋
谷
麦
酒
跡

渋谷麦酒跡渋谷麦酒跡

2　
明
治
20
年（
1
8
8
7
）前
後
は
大
規
模
資
本

に
よ
る
近
代
的
ビ
ー
ル
工
場
を
備
え
た
大
企
業

が
誕
生
し
た
。同
22
年
創
業
の
大
阪
麦
酒（
現
・

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）も
そ
の
一
つ
で
、吹
田
村
醸
造

所（
吹
田
市
）で
銘
柄「
朝
日
」を
生
産
し
た
。同

28
年
、大
阪
麦
酒
は
京
都
の
第
四
回
内
国
勧
業

博
覧
会
で
生
ビ
ー
ル
を
提
供
し
た
器
材
を
中
之

島
に
移
し
て「
ゼ
ル
マ
ン
風
流
ビ
ー
ル
会
」を
開

催
し
た
。同
30
年
、大
江
橋
南
詰（
現
・
大
阪
市
役

所
）に
日
本
初
の
常
設
ビ
ア
ホ
ー
ル「
ア
サ
ヒ

軒
」を
開
設
し
、ビ
ー
ル
普
及
の
拠
点
と
し
た
。

大
阪
市
北
区
中
之
島
1

　 

大
阪
麦
酒「
ア
サ
ヒ
軒
」跡

大阪麦酒
「アサヒ軒」跡
大阪麦酒

「アサヒ軒」跡

3

芝川ビル芝川ビル

旧小西儀助商店旧小西儀助商店

日本赤十字社提供

　
福
澤
よ
り
前
に
塾
頭
を
務
め
た
緒
方
郁
蔵（
洪
庵
の
義
弟
）時

代
、
塾
生
大
部
屋
の
南
東
、
階
段
の
比
較
的
近
く
に
塾
頭
の
居

場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
福
澤
の
頃
に
は
、
優
秀
な
塾
生
に

は
清
所
と
い
う
十
畳
ほ
ど
の
場
所
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
塾
生
大

部
屋
の
西
の
小
部
屋
と
推
定
で
き
ま
す
。
こ
の
部
屋
に
も
階
段

が
あ
り
ま
す
が
、
福
澤
が
失
態
を
演
じ
た
階
段
は
ど
ち
ら
だ
っ

た
の
か
謎
の
ま
ま
な
の
で
す
。

秋
季
見
学
会

〜
中
之
島
〜

「
西
洋
の
技
と
大
阪
―
麦
か
ら
酒
を
つ
く
る
―
」

1

2

3

5
4

階
段（
塾
生
部
屋
）

　
昭
和
2
年（
1
9
2
7
）竣
工
の
ア
ー
ル
デ
コ

建
築
で
、登
録
有
形
文
化
財
。最
初
の
オ
ー
ナ
ー

は
土
地
経
営
者
の
芝
川
又
四
郎
。同
4
年
に
は

花
嫁
学
校
の
芝
蘭
社
家
政
学
園
が
開
設
さ
れ

た
。同
9
年
に
は
又
四
郎
が
出
資
者
と
な
っ
た

大
日
本
果
汁（
現
・
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
）の
設

立
総
会
が
開
か
れ
た
。平
成
18
年（
2
0
0
6
）、

地
下
の
金
庫
室
か
ら
昭
和
25
年
頃
の
ニ
ッ
カ
ウ

イ
ス
キ
ー
が
発
見
さ
れ
、現
在
は
千
島
土
地
の

本
社（
北
加
賀
屋
）に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
市
中
央
区
伏
見
町
3

　 

芝
川
ビ
ル

4　
安
政
3
年（
1
8
5
6
）に
初
代
小
西
儀
助
が

京
都
か
ら
道
修
町
に
出
て
創
業
し
た
薬
種
屋
。

「
小
西
屋
」を
屋
号
と
し
、現
在
は
ボ
ン
ド
で
知

ら
れ
る
コ
ニ
シ
（株）
。明
治
初
年
に
は
洋
酒
・
缶
詰

類
の
輸
入
販
売
に
乗
り
出
し
、明
治
17
年

（
1
8
8
4
）に
ア
サ
ヒ
印
ビ
ー
ル
を
製
造
し
た

が
、同
22
年
に
大
阪
麦
酒
に「
ア
サ
ヒ
」銘
柄
を

譲
渡
し
た
。同
25
年
か
ら
は
鳥
井
信
治
郎
が
丁

稚
奉
公
し
、独
立
し
て
寿
屋（
現
・
サ
ン
ト
リ
ー
）

を
開
業
し
た
。信
治
郎
は
こ
こ
で
洋
酒
の
ブ
レ

ン
ド
技
術
を
磨
き
、「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」・

「
角
瓶
」等
の
ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
に
つ
な
げ
た
。

大
阪
市
中
央
区
道
修
町
1

　 

旧
小
西
儀
助
商
店

5

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
堺
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
堺
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ
四
つ
橋
線

大
阪
メ
ト
ロ
四
つ
橋
線

京阪
中之
島線

京阪
中之
島線

中之
島駅

中之
島駅

渡辺橋駅渡辺橋駅
大江橋駅大江橋駅

淀屋橋駅淀屋橋駅
肥
後
橋
駅

肥
後
橋
駅

北浜駅北浜駅

適塾適塾

なにわ橋駅
なにわ橋駅

   

・
分
か
り
や
す
い
説
明
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。マ
ッ
サ
ン

の
世
界
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

 

・
日
本
の
ビ
ー
ル
の
歴
史
、大
阪
で

の
醸
造
業
の
発
展
等
を
、現
地
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の

声

　
適
塾
見
学
会
は
毎
年
夏
季
・
秋
季
、
適
塾
記
念

会
会
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は

参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
お
よ
び
非
会
員
の
方
々
に

も
自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う
見
学
会
道
程
の
概
略
を

再
現
し
ま
し
た
。

※
令
和
三
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
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